


を尋ね,学部長は「職務実態にバ、さわしく振替が

実現するよう努力する。Jと答えた。

5.昇 格 につい て

理職は図書・技術系職員の 5等級昇格への再上

申について尋ねたが,学部長は「該当者全員を再

上申した。」と答えた。

6.技術系職員の専門行政職俸給表への移行につ

いて

理職は 8月 に提出した「大学技術系職員に対す

る専門行政職俸給表適用についての要望書」につ

いての見解を尋ねた。学部長は要望書に示された

基本的理念に理解を示した。

また理職は文部省が示した検討委員会試案につ

いて,理職の基本的要求とは相いれぬものである

という見解を示し,理学部としての今後の対応を

尋ねた。学部長は「国大協の対応が重要であり,

国大協に専門行政職俸給表適用のためのワーキン

グ・ グループを作るよう提案する。理学部にも技

9月 25日 (水)定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)研究生の入学について

(4)研究生の期間延長について

15)人事委員会報告

G)教務委員会報告

17)企画委員会報告

(8)そ  の 他

東京大学学務関係事務電算処理

委員会報告

10月 16日 (水)定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題 (J 前回議事‐録承認

術職員問題検討小委員会を置き,国大協への要望

書を作る等の努力をする。」と述べた。

7.教務職員の待遇改善について

理職は,教務職員制度の廃止・助手講師振替・

職名によらぬ昇格を求める要望書を提出し,こ れ

らの要求を教務職員固有の問題として実現するよ

う要望した。学部長は「現在の教務職員制度が矛

盾に満ちていることは承知 している。専門行政職

問題とのからみもあるが,教務職員固有の問題も

あり,全国理学部長会議でも検討したい。」と答え

た。

8.そ  の  他
理職で行なった助手の実態調査については学部

長は今後の理学部のあり方を考える上で参考にな

るので活用したいと述べた。また助手の特昇の運

用について話し合われた。

(以上)

メ  モ

12)人事異動等報告

13)人事委員会報告

(4)会計委員会報告

5)そ の 他

東京大学学務関係事務電算処理

委員会報告

‖月20日 (水)定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認
(2)人事異動等報告

13)人事委員会報告

(4)昭和61年度文部省内地研究員の

受け入れについて

-6)そ の 他

教 △
授
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理学博士の単位機与者

晦陥 60年 e鳳閣日付 (5締 ]

鋏      底  名          論  文  題  曹:

論 文 博 士  藪  哲 夫
  鯨

靖ヮイ嫁 .げノム機寵妻ζ見られ発 瓢 と舞

イヒ   響   長 麟 数 雄
  は』品論機器鶉輪

議艤沿蔵プロツタとす
.獅い靖

論 文 博 L―   天 盤 準‐平   フ|ォ トダィチミッタ1廟による場惨偲NAD獨費1靭L
地球噛塞撃   動浴 絶‐1之‐ ‐響糠」で|い雛繭による内勒 蠍蠅肺 |

輪 文 躊 士  塵 家 橿
 鱚 掏 綸 しよ轟

輌 ジヨ
マ
ツン総 ‐

〔昭和60年 10月 20日付 (2名 )〕

噛  理  学   本:Ⅲ   難‐   捩巡伴
ンテスA餞‐S3の1幽 ヒとバンド瑞西局在

止 動 化 鰺  藻  千 尋
 鶴 ]J『亀見必 ぴ

Au警 曇 蝉 嘲 節する‐

人, 事  異  動
鰤 以⊃

鮨    自 職   :民   名  動 日  異動内容   備     考
化 学‐ 教  授 栖 華 辮 三 範 Юl 12 併 任:評颯 ‐1餓・襲 11ま ,で
磁 理 教  態  籐 井 尋 舅 6o,m聾  配置換 端師 大轍
″    ″      ‐"      ″   響 任 1醗評冒奄麒
磁 理 講  師 憫 林 華 郎1銀 11,1昇 優 掲好 から

地 運  動‐教 櫻  大 森 爆 ‐艦  蝕 11,m 昇  任  欲 ら

(助 手)
毅 攀  ‐鋤  子  研 雲 幹 也  mt tti碗1 辞  職  大阪市立夫誦酪
性 化  1動   手 東 轟  繭  阻 m l  復  醸
糧 物 動  手 腹 野 勝 臀 m.lo,1転 職 選n‐ 研犠 ヘ
鉱1物‐ 助   手 大 1鸞 一 政  饂i i10. I  纂  任  高』研‐助教撃 |ヽ

・  (職  員)

物 理  警 藤 官 二 見 lll農 帥 lQ l 採 用|

-17-



者航渡外海

所属  官職

天 文 助 手

物 理 助 手

数 学 助 手

中間子 助 手

鉱 物 講 師

孝 カ  ナ  ダ

徹 アメリカ合衆国

10.2～
61.9.30

10.21～
61.8.19

尾

石

木

克

　

弘

中

　

井

　

村

氏

(6ケ 月以上 )

名  渡航先国   渡航期FHD
敬 オ ラ ン ダ 9.6～
アメリカ合衆国    61.6.21

哉 アメリカ合衆国 9.14～
61.9.17

信 フ ラ ン ス 9.8～
61.10.1

渡 航 目 的

天文学に関する調査研究のため

渦現象の数値的・理論的研究のた
め

日仏セミナー「複素領域における
微分方程式」出席及び研究連絡の
ため

K中間子崩壊研究参加のため

鉱物の微細組織の研究のため

良野
　
　
澤

久
　
　
小

外 国人 客員研究員報告

所属  受入れ教官

物 理 西島 教授

物 理 宮沢 教授

物 理 宮沢 教授

物 理 江口助教授

物 理 江口助教授

物 理 宮沢 教授

数 学 藤田 教授

数 学 岩堀 教授

数 学 伊藤 教授

数 学 塩田助教授

地 物 佐藤 教授

氏   名

ク 」.AMBJORN

現  職

ニールスポー
ア研究所所員

タタ基礎科学
研究所所員

杭州大学
助教授

ロックフェラ
ー大学教授

ブラウン大学
助教授

ミネソタ大学
教授

カソリカ大学
準教授

イリノイ大学
教授

シンガポール
大学準教授

マンハイム大
学教授

カルフォルニ
ア大学
ロスアンジェ
ルス校教授

オルレアン人
学助教授

研究期間

60.8.13～
60.9.13

60.8.11～
9.11

60.8.13～
9.13

60.7.28～
60.9. 7

60.7.25～
60 8.25

60.10.1～
12.31

61.1.1～
2.28

60.10.5～
61.1.4

60.10.25～
11.7

613.2～
4.30

60.11.5～
61.6.15

60.8.14
61.11.15

備  考

ニールスボー
ア研究所

タタ研究所

中国政府

ロックフェラ
ー大学

ブラウン大学

ミネソタ大学

ブラジル政府

JSPS

」SPS

マンハイム大
学

籍

　

・マ

国
　
ンデ

イ   ン   ド

中華人民共和国

日     本

日    本

ブ ラ ジ ル

日     本

シンガポー ル

ドイガ 膨場口国

アメリカ合衆国

P.P.
DIVAKARAN

宋  孝  同

三 田 一 郎

二 宮 正 夫

須 浦   寛

V.Ruas
Santos

鈴 木 通 夫

Stephen
T.L.Choy

Herbert Popp

Da宙 dD.
Jackson

」ean―Hugues
THOMASSIN

―-18-一

本

JSPS
CNRS

地 質 飯山 教授 フ ラ ン ス



編 轟1後 記 t

爺鳳グラー[先生の文専i対ッ 経ヽスれるつもりの群が手痙t,7空

動に意うてしまいまbた五万琴率諄軍舗称0します。

去86身艶国に亡‐く亀‐甚れた闘巖魏翻漿桑鐵輔感ロデノk軍乳ゃ
Iのひとりとして粛筆家でヽ悪おられました。嶽 碁臨んで違糠葱転載

きせていただ音浅じ幅

補戸       され 学部轟とな非きんには,機壺蟄階〔
理時間で違融文を書いてい疵醐題鷺ました。選釧訓き業|け下さったこと

臨轍胸驚じ識 。            《櫂鮮総

蔽鵡鷺:]

帷諫 行 業輛ヒ勤  鄭騨 毬353
自奮卵 篤 ‐平 (《醸感     45ζ 4
高 欄 血 晨列 が    4474
矢 崎 繊 曇黎勧lm     必123
藤 睡 太 郎 【RD   4 294




